
娘
が
同
志
社
へ
勉
学
の
"
的
で
、
郷
墨
を
出

ろ
こ
と
を
両
親
が
賓
成
し
た
の
を
雫
に
、
,
Π
分

も
や
っ
て
い
る
絵
の
研
究
の
た
め
畢
校
の
近

く
に
斥
を
か
ま
へ
、
娘
は
同
十
綻
へ
、
私
は
岡

峪
の
関
西
術
院
へ
と
母
子
業
の
人
生
を
歩

み
出
し
北
の
は
三
十
有
余
器
の
こ
と
。
娘
が

大
裳
学
中
に
ハ
ン
ト
レ
ー
教
授
の
一
家
か
ら

米
国
の
家
庭
を
親
し
く
兄
を
と
は
、
娘
に
も

私
忙
も
よ
い
勉
強
で
あ
っ
北
。
二
人
の
孫
も
刷

志
社
幼
雅
鬮
に
育
ち
、
私
の
象
庭
は
同
志
社
の

色
が
深
く
し
み
つ
い
北
。
作
品
は
い
つ
も
牛
活

の
中
か
ら
乍
れ
て
来
る
。
娘
の
〕
璽
時
代
、
孫

の
幼
忍
代
、
私
の
密
す
る
需
~
会
、
年
々

の
出
品
作
は
そ
こ
か
ら
出
来
る
。
私
は
色
彩
が

米
し
み
九
い
の
で
花
や
、
来
物
を
よ
く
拙
く
。

,
年
の
霜
会
展
の
器
作
『
ガ
ー
デ
ン
フ
ー

レ
は
、
都
ホ
テ
ル
の
フ
ー
ル
付
近
の
色
彩
の

而
内
さ
に
ひ
か
れ
て
製
作
し
九
が
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
に
い
こ
う
雄
の
中
の
一
団
に
・
談
を
入

れ
九
。

私
は
臼
分
の
夢
の
中
に
乍
き
ぬ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
毎
H
笹
を
と
っ
て
。

(
二
紀
<
会
員
)

.

.
'

ノ

交と
、
一
ん
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